
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
二
月
二
日
提
出

質

問

第

四

三

号

一
九
五
六
年
の
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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一
九
五
六
年
の
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

元
外
務
省
職
員
で
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
の
全
権
団
の
一
員
で
あ
っ
た
松
本
俊
一
元
衆
議
院
議
員
が
一
九
六
六
年
に
朝
日
新

聞
社
か
ら
回
想
録
『
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹

日
ソ
国
交
回
復
秘
録
』
（
以
下
「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
と
い
う
。
）
を

出
版
し
た
が
、
右
出
版
に
際
し
て
は
外
務
省
に
出
版
届
が
提
出
さ
れ
た
か
。

二

「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
が
出
版
さ
れ
る
前
に
外
務
省
は
松
本
俊
一
氏
と
本
書
の
出
版
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
た
事
実

が
あ
る
か
。
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
際
、
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
松
本
俊
一
氏
に
対
し
て
伝
え
た
か
。
ま

た
協
議
の
記
録
は
外
務
省
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
。

三

「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
が
出
版
さ
れ
た
後
に
ソ
連
側
か
ら
本
書
の
内
容
に
関
す
る
照
会
や
抗
議
が
行
わ
れ
た
と
い
う

事
実
が
あ
る
か
。
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
日
時
と
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
日
ソ
間
の
や
り
と
り
に
つ
い

て
の
記
録
は
外
務
省
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
。

四

「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
が
出
版
さ
れ
た
後
に
外
務
省
は
松
本
俊
一
氏
と
本
書
の
出
版
に
関
し
て
協
議
を
行
っ
た
事
実

が
あ
る
か
。
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
松
本
俊
一
氏
に
対
し
て
伝
え
た
か
。
ま
た
協
議
の

記
録
は
外
務
省
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
。

一



五

「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
に
は
付
属
参
考
資
料
と
し
て
、
二
十
一
点
の
外
交
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
、

「
対
日
平
和
条
約
に
関
す
る
ソ
連
側
の
修
正
点
（
一
九
五
一
年
九
月
五
日
）
」
、
「
一
九
五
五
年
六
月
十
四
日
ソ
連
側
提
出

の
平
和
条
約
案
」
、
「
一
九
五
五
年
八
月
十
六
日
日
本
側
提
出
の
条
約
案
」
、
「
ロ
ン
ド
ン
交
渉
中
に
妥
結
を
み
た
平
和
条

約
案
文
（
一
九
五
六
年
三
月
二
十
日
現
在
）
」
、
「
日
ソ
平
和
条
約
案
（
一
九
五
六
年
八
月
十
四
日
現
在
）
」
の
四
点
は
外

務
省
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
。

六

「
モ
ス
ク
ワ
に
か
け
る
虹
」
に
お
い
て
、
一
九
五
六
年
八
月
十
九
日
、
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
テ
ル
で
松
本
俊
一
氏
は
、
同
日
、

ダ
レ
ス
米
国
国
務
長
官
と
の
会
見
を
終
え
た
重
光
葵
外
務
大
臣
の
発
言
と
し
て
百
十
七
頁
に
以
下
の
内
容
を
記
述
し
て
い

る
。
「
重
光
外
相
は
そ
の
日
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
く
る
と
、
さ
っ
そ
く
私
を
外
相
の
寝
室
に
呼
び
入
れ
て
、
や
や
青
ざ
め
た
顔

を
し
て
、
『
ダ
レ
ス
は
全
く
ひ
ど
い
こ
と
を
い
う
。
も
し
日
本
が
国
後
、
択
捉
を
ソ
連
に
帰
属
せ
し
め
た
な
ら
、
沖
縄
を
ア

メ
リ
カ
の
領
土
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
』
と
し
て
、
す
こ
ぶ
る
興
奮
し
た
顔
つ
き
で
、
私
に
ダ
レ
ス
の
主
張
を
話
し

て
く
れ
た
。
」

ダ
レ
ス
米
国
国
務
長
官
か
ら
重
光
外
務
大
臣
に
対
し
て
、
「
も
し
日
本
が
国
後
、
択
捉
を
ソ
連
に
帰
属
せ
し
め
た
な
ら
、

沖
縄
を
ア
メ
リ
カ
の
領
土
と
す
る
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
か
。
事
実
関
係
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

二



七

一
九
五
六
年
八
月
十
九
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
重
光
外
務
大
臣
が
米
国
大
使
館
を
訪
問
し
、
ダ
レ
ス
米
国
国
務
長
官
と
会
談
し

た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。
ま
た
、
こ
の
会
談
に
つ
い
て
記
録
し
た
文
書
が
存
在
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


